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財政状況が悪化している昨今，効果的・効率的な交通安全対策事業を実施するためには，各種安全対策

が及ぼす改善効果やその道路交通条件を把握した上で安全対策を選定することが重要であると考えるが，

それらが明らかになっている安全対策は限られている．本稿では，低コストで早期に施工できるという利

点から近年全国的に展開されている注意喚起路面標示が出会い頭事故に対して及ぼす効果とその道路交通

条件について検証を行った．検証は対策前後で早期にデータ収集が可能である危険な交通挙動に着目し，

事故発生要因メカニズムを体系的に整理するとともに，事故要因となる交通挙動の対策前後における変化

について調査・分析を行った．その結果，出会い頭事故の要因となる信号無視の抑制が可能であること及

びその道路交通条件が明らかになった． 
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1. はじめに 
 
近年，交通事故による死傷者数は減少傾向にあるもの

の，国民の約100人に1人が1年間で交通事故によって死

傷する危険な状況にあり，更なる事故削減に向け効果的

な対策の展開が求められる．効果的な対策を実施するた

めには，各種安全対策がどのような危険な交通挙動を改

善できるかなど，対策が及ぼす効果を把握し，事故の要

因となる危険な交通挙動を削減する対策を選定すること

が重要であると考える． 
一方，低コストで早期に施工できるという利点からカ

ラー舗装，速度抑制区画線，追突注意等の文字標示によ

る注意喚起路面標示が近年全国的に展開されているが，

注意喚起路面標示が及ぼす改善効果や効果を発揮する道

路交通条件は明らかとなっておらず，安価で短期間に実

施可能であるという特性から対策工種として選定されて

いることが少なくない． 
そこで，本研究では，注意喚起路面標示が及ぼず改善

効果とその道路交通条件について，事故削減の対象とす

る事故類型のひとつである信号交差点における出会い頭

事故に着目し検証を行った．評価に際して，事故データ

は蓄積に時間を要するという課題があることから，対策

実施前後で早期にデータの収集が可能である事故に至る

危険な交通挙動を評価指標とし，出会い頭事故の事故発

生メカニズムを体系的に整理するとともに，対策前後に

おける危険な交通挙動の変化を調査・分析した．出会い

頭事故に至る危険な交通挙動は，既往の報告書から信号

交差点における出会い頭事故の要因としてあげられてい

る信号無視を用いることとした．また，検証のフィール

ドには，注意喚起路面標示を標準化対策に導入するとと

もに，対策工種に応じ設定した危険な交通挙動を調査・

分析し評価する一連のPDCAサイクルマネジメントを管

内で水平展開している愛知県管内を対象とした． 
 
2.  愛知県における交通安全事業 

 
(1)  愛知県における交通安全事業 

愛知県では交通事故死亡者全国ワースト１からの脱却

を図るべく，平成２０年からの交通安全五ヵ年計画（平

成２０年～２５年）を契機に，事故多発・危険箇所の事
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故削減及び注意喚起を行うこと，及びスピーディな対策

立案，対策効果検証を目的に，交通安全対策及び効果検

証の標準化を行い，注意喚起路面標示を含めた交通安全

対策の実施と交通挙動による効果検証を管内で水平展開

している． 
a) 交通安全対策の標準化 
図１は愛知県において標準化した安全対策の例を示し

たものである．対策には，カラー舗装，減速路面標示，

事故注意等の文字標示による注意喚起路面標示を導入す

るとともに，事故発生状況と現地の道路環境から，右折

専用車線設置，右折車専用車線のセパレート化，信号の

LED化といったハード対策を交差点，単路部に分けて定

めた． 
b) 対策効果検証の標準化 
対策効果検証では，データの蓄積に時間を要する事故

データの代替指標とし，事故に至る危険な交通挙動に着

目し評価を行っている．表1は事故類型及び対策工種と

危険な交通挙動の組合せを示したものである．標準化し

た対策が狙いとする事故類型毎に，事故に至る危険な交

通挙動を設定た．個別箇所の評価計画時には，現地で実

施した対策と計画時の事故発生状況から評価指標の選定

を行う． 
c) 対策効果検証の調査方法 
対策効果検証では，ビデオ調査を実施し対策実施前後

における危険な交通挙動の変化を把握する．調査は原則

対策前後1ヶ月以内で実施し，時間帯・ビデオ設置位

置・画角を対策前後でそろえる．ビデオ設置位置は，危

険な交通挙動を撮影できる位置とする．図2にビデオ設

置方法と信号無視を撮影する際の設置例を示す． 
d) 分析方法 
調査実施後，収集したビデオ映像から，評価指標の読

取を行う．読取の際は愛知県で策定した分析定義書に従

う．また，読取結果のアウトプットとなるグラフも統一

化を図っている． 
 
  

図-1 標準化対策の例 

■流入部及び交差点内における注意喚起路面標示 

■１．５車右折帯設置方法 

表-2 事故類型・対策工種に応じた交通挙動による評価指標の

設定 

図-2 ビデオ設置方法（信号無視の例） 

出合頭事故

評価対象対策
・停止線幅広化
・信号灯器LED化

評価項目
・信号無視車両（D-１）

カメラ②

■挙動撮影方法

歩道

車道
50cm程度

2m～4m程度

■事故図（拡大）

■カメラ設置位置

出会頭 横断者 夜間
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ドットマーク
カラーゼブラ
カラー舗装

★

右折車線 ★ ★
1.5車右折 ★ ★
右折レーン移設 ★ ★
車線予告看板の設置
右折指導線
カラー右折帯
右折停止線
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左締・内側ゼブラ ★
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3. 交通挙動に着目した効果検証方法 

 

(1) 交通挙動による評価の方法 

図3に事故発生までの交通挙動の概念図を示す．事故

と事故に至る危険な交通挙動はハインリッヒの法則の関

係にあり，事故に至る背景には多数の危険な交通挙動が

発生している．また，危険な交通挙動にも，速度が高い，

右折車線が設置されていないため後続車が右折待ち車両

に阻害される等の事故に至りやすい交通挙動と，信号無

視などといった事故の直接の原因となる危険な挙動（ト

リガー事象）が考えられる．本研究では事故発生メカニ

ズムを体系的に整理し，着目する事故に至りやすい交通

挙動とトリガー事象を設定し評価を行なった． 
 

 
 
 
 
 
 
 
(2) 信号交差点における出会い頭事故の事故発生メカ

ニズム 

ここで信号交差点における事故発生メカニズムについ

て整理する．信号交差点では交差する方向の交通は信号

制御されており同じ時間帯を走行することはないため，

信号無視による無理な進入が発生しない限り出会い頭事

故は発生しない．また，信号無視による無理な進入につ

いても，速度が高く停止できず信号無視，進行を阻害さ

れた車両が信号無視，信号を見落とし信号無視，赤信号

で停止していた車両がフライングで進行など様々な形態

があげられるが，本研究では，信号の見落としやフライ

ング等のヒューマンエラーによる影響が大きい事故発生

メカニズムは除外することとし，交通挙動で評価が可能

な事故発生メカニズムに着目した．具体的には，A．速

度が高く停止できず信号無視，B．進行を阻害された車

両が信号無視に着目し，バリエーションツリーを用いて

事故発生メカニズムの整理を行った． 
a)  速度が高く停止できず信号無視 

図4はA．速度が高く停止できず信号無視し出会い頭

事故に至るまでの状況を整理したバリエーションツリー

である．速度が高く停止できず信号無視する状況におい

ては，トリガー事象である信号無視の背景に事故に至り

やすい交通挙動として速度超過が確認できる． 
b) 進行を阻害された車両が信号無視 

図5はB．進行を阻害された車両が信号無視し出会い

頭事故に至るまでの状況を整理したバリエーションツリ

ーである．進行を阻害された車両が信号無視する状況に

おいては，トリガー事象である信号無視の背景に右折専

用車線がない危険な道路状況と，事故に至りやすい交通

挙動として右折車による後続車の進入阻害が確認できる． 

①主方向 ドライバー②道路・交通環境

主方向の無理な進入により、出会い頭事故が発生

主道路を走行

②従方向

　自由走行

ドライバー①

信号停止

交差点内へ進入

（信号無視）

従道路を停止

速度超過
適切な速度を

維持できていない

主方向　青現示

従方向　赤現示

進行するかに
迷いが生じる

速度超過のまま

交差点流入部へ到達

危険な交通挙動

事故発生

進行可能と判断を誤り、

交差点内へ進入

主方向　赤現示

従方向　青現示
信号が変わったことを

確認し発進
交差点内へ進入

信号が変化信号の変化を認知

図-4 出会い頭事故におけるバリエーションツリー（A．速度が高く停止できず信号無視） 

図-3 事故と危険な交通挙動の概念図 

【ⅰ.事故に至りやすい交通状況】

・認知・判断ミスを誘発しやすい
・ドライバーのミスが生じた際に

事故の発生を避けづらい

【ⅱ.危険な挙動
（トリガー事象）】

・事故の直接的な原因となりう
るドライバーの行動

事
故
発
生

発生頻度
大

発生頻度
小

事故に至る危険な交通挙動
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(3) 着目する交通挙動 

事故発生メカニズムより着目する危険な交通挙動の設

定を行った． 
A．速度が高く停止できず信号無視では，危険な交通

挙動として速度超過と信号無視が確認できたことから，

同一方向における走行速度と青現示から黄・赤現示へ変

化する際の信号無視の発生回数に着目した． 
B．進行を阻害された車両が信号無視については，対

策前は右折専用車線（1.5車線のポケット含む）が設置

されていない箇所における右折専用車線の設置有無と青

現示から黄・赤現示へ変化する際の信号無視の発生回数

に着目した． 
なお，青現示から黄・赤現示へ変化する際の信号無視

の発生回数は，ドライバーが信号無視だと判断できる黄

現示に変わった瞬間から１秒後以降に交差点へ進入した

ものを対象とした． 

(4) 対象箇所の選定 

愛知県がこれまで対策前後の評価を実施してきた箇所

から，着目する交通挙動に該当する箇所を抽出した．A．
速度が高く停止できず信号無視では，同一方向における

走行速度と信号無視を測定した６箇所を対象とした．ま

た，B．進行を阻害された車両が信号無視については，

対策前において右折専用車線が設置されていなかった箇

所で出会い頭事故が発生し信号無視を計測した５箇所を

対象とした．AとBで重複があり，計７箇所を対象とし

た． 
 

 4. 検証結果 

 
表２は各箇所の概要と対策前後における危険な交通挙

動の変化の状況を示したものである．危険な交通挙動は，

信号無視の発生回数，平均速度，右折車による後続車阻 

①主方向　直進車 ドライバー②道路・交通環境

主方向の無理な進入により、出会い頭事故が発生

主道路を走行

②従方向

　自由走行

ドライバー①

信号停止

交差点内へ進入
（信号無視）

従道路を停止主方向　青現示
従方向　赤現示

すり抜け等による回
避ができないと判断

交差点流入部へ到達

危険な
交通挙動

事故発生

信号の認知が遅れ、
交差点内へ進入

主方向　赤現示
従方向　青現示

信号が変わったことを
確認し発進

交差点内へ進入

信号が変化

右折車を確認

すり抜け等による回
避が可能と判断

①主方向　右折車両

対向直進車により
交差点内で停車、

後続車の進入を阻害

対向直進車がいなくな
り右折

右折車の後ろに
停止

すり抜けて直進

直進再開 前方車の右折を確認

右折専用車線がない

危険な
道路環境

危険な
交通挙動

図-5 出会い頭事故におけるバリエーションツリー（B．進行を阻害された車両が信号有無） 

交差点 車線数（流入部）

主道路 従道路 対策前 対策後 対策前 対策後 対策前 対策後

① 3 3 ○ A H20 - - 25 12 50.8 41.8 - -

② 3 2 ○ A H22 - - 11 5 45.2 44.3 - -

③ 4 1.5 × A・B H21
右折
ポケット

- 21 11 25.4 24.1 31 3

④ 2 1.5 × A・B H21 - - 19 34 31.9 29

⑤ 4 2 × A・B H22 - - 1 6 47.7 46.1

⑥ 2 2 × A・B H22 - ○ 1 1 25.4 24.1

⑦ 2 1.5 × B H20
右折
ポケット

○ 7 11 - - 58 0

右折専用
車線有無

箇所概要 出会い頭
事故

発生
パターン

施工年

未施工のため阻
害が発生
未施工のため阻
害が発生
未施工のため阻
害が発生

施工方法 危険な交通挙動の変化

信号無視 速度（平均速度）
右折車の
後続車阻害

交差点
内
カラー化
有無

右折車線

表-2 対策前後における危険な交通挙動の変化 
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害台数の対策前後の変化を整理した． 
対象箇所７箇所のうち，信号無視の発生回数に改善が

みられる箇所は３箇所であった． 
３箇所について，A．速度が高く停止できず信号無視

によるパターンでは，走行速度に改善がみられることか

ら，信号無視に改善がみられる．また，B．進行を阻害

された車両が信号無視によるパターンにおいても，右折

ポケットが設置され右折車による後続車の進行阻害が改

善されていることから，信号無視に改善がみられる．な

お，交差点①②では対策前から右折専用車線が設置され

ており，右折車による後続車阻害は発生していない．ト

リガー事象である信号無視に改善がみられる箇所は，い

ずれも背景となる事故に至りやすい交通挙動に改善がみ

られることがわかる． 
一方，信号無視の発生回数に改善がみれらなかった４

箇所の状況をみてみると，交差点④⑤⑥は対策前後で走

行速度は改善しているものの，右折専用車線がない状況

に対して対策後においても右折ポケット等の対策ができ

ず，右折車による直進車の進行阻害が改善できなかった

ため，信号無視が改善できていない． 
また，交差点⑦においては，対策後に右折ポケットが

設置され右折車による後続車の進行阻害が改善されてい

るが，信号無視の発生回数は改善されていない．ここで

施工方法をみてみると，交差点⑦では交差点流入部をカ

ラー化するとともに，交差点内においてもカラー化が実

施されている．これによって，交差点流入部と交差点内

に一体感が生じ，ドライバーが停止位置を見誤りやすい

という別の事故に至りやすい状況が発生したため，信号

無視が改善されなかったと考えられる．これは交差点⑥

においても同じような状況が発生していると考えられる． 
 
5. まとめと今後の課題 

 
本研究より，出会い頭事故の要因となる信号無視につ

いて，注意喚起路面標示によって改善がみられる道路交

通条件を明らかにするとともに，改善がみられない道路

交通条件及び施工方法が明らかになった． 
改善がみられる道路交通条件については，トリガー事

象である信号無視の背景となる，速度が高い，右折車に

よって後続車が阻害されるといった事故に至りやすい危

険な交通挙動が改善されている交差点が確認できた． 
一方，改善がみられない道路交通条件としては，右折

専用車線が設置されていないため右折車による後続車阻

害が発生する交差点が確認できた．また，抑制できない

施工方法として，交差点流入部と交差点内の両方を同じ

色でカラー化する方法が確認できた． 
本研究は注意喚起路面標示の効果について出会い頭事

故の要因となる信号無視に着目した分析を行なったが，

今後は他の対策工種や他の事故類型について，対策が与

える効果及びその道路交通条件を把握する必要があると

考える．また，今後は対策前後における事故件数の変化

に着目した効果検証や，注意喚起路面標示が与えるドラ

イバー心理や、クリアランス時間との関係性、ジレンマ

ゾーンの変化に着目した効果検証など，他の指標により

注意喚起路面標示の及ぼす改善効果に関する効果検証が

課題である． 
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